























の入場料が有料(最盛期:1人 620円)となるつつじまつり期間中 (2018年 4月中旬から
5月初旬)とした。 365人のサンプルを確保できたが、その概要は下記の通りである。





















(7HiJ J-H情報媒休 各情報媒休ぴ)干iJ山平は、 TV:27%、家族・友人からの 1コミ 17%、
市・観光協会 HP:9%、その他ネット情報:ナガ)となっている。 TVで情
報を相たとの 111答者が圧倒的に多いが、これはアド街ックベ凶放映(テ







































中でも Instagramによる影響がんさいとされている (JTB総介州 'j口町、スマートフォンの
利用と旅行出世に悶寸る調査(2017))っそこで、これらを活用した誘容施策を検0，jした














































「ファンラン」とは、 Ifun runningJ の略称であり、 2012イドにアメリカで発洋した、ラ
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ンニングを楽しむことが最大の目的となっているイベントである。タイムを競いあったり、
自己ベスト更新のために必死になって走るというスポーツ要素の強いマラソン大会とは
違う笑顔になれる要素がたくさん詰まったランイベントといえる。走行距離は 3'"'"'5kmで
楽しみながら走るのにちょうど良い距離とし、非日常的な空間をみんなで走ることによっ
て楽しみを共有でき、思い出作り、 SNSに載せたくなる体験として位置付けできる。
4. 外国人を対象とした誘客施策の検討
つつじが岡公園では台湾人を中心とした外国人の来訪がみとめられ、ツツジの開花は大
きな誘客ポテンシヤノレを有していると考えられる。そのポテンシャルを有効に活用しなが
ら、誘客を実現するための施策を検討した。
4. 1 花+撮影+SNSの活用
中国圏の結婚写真についてみると、 1990年頃から結婚する度にウェディング写真を撮る
ことが定番になり、 2009年頃から写真スタジオでの撮影が室外に変化するとともに、ハネ
ムーンしながら写真を撮ることが若者たちに流行している。館林地域でのウェディング写
真撮影ツアーを造成した際の効果として、ウェディングサイトだけではなく、
MAFENGWOなど中国で有名な旅行サイトにも掲載され情報発信ができること、「幸福花
畑」という地域ブランドを広がり、知名度向上が期待できること、滞在時間の長期化にと
もなう消費金額の増加が期待できることがあげられる。
4. 2 グルメ+聖地巡礼の活用
聖地巡礼における地域活性化効果の事例として、らき大すた(放送前の参拝者数 13万
人に対して、放映直後に 30万人を記録)、君の名は(経済効果 500億円と推定)等があげ
られる。このように大きな効果が期待できるコンテンツツーリズムであるが、館林市にも
アニメに関わる場所が存在していると考えられる。アニメ INARUTOJの人気キャラクタ
ーが、「分福茶釜」に登場する狸と「守鶴」和尚をもとにした、とのいわれもあり、版権な
どの検討課題をクリアーしながら有効に活用する取り組みも考えられる。
5.公園全体の魅力向上に向けて
若者や外国人を対象としたプログラムに加えて、すでに顕在化しているマーケットや近
隣住民を念頭とした有効活用策も考えられる。その 1つが物販の強化である。それらを有
効活用している事例として、まず、南池袋公園における Inest marcheJがあげられる。
毎月第 3週の週末に開催し、地元住民だけでなく観光客が、区内在住のアクセサリ一作家
やレストヲンな立の出府を業しんでおり、公困のj百十年化につながっている、主た、井の頭
忠明公|京|のアートマーケッツ(何)-j十l在・日曜に開併寸る千{乍りアクセサリーや絵画など
のr.作り作品の版，;'~)、ぷ干ム寺公|京| てんしば における崖同市場「よってって」は、地元
大阪市の新鮮・安心な肝菜を販売し、多くの米訪占ムで、賑わっている。
これらを参与にしたつつじが同公|京|の改再策として、①地域との連携(地域と連携した
品物の充実や地域住民への場所を提供(貸し 1I1し)、丘直野菜、手作りアクセサリーや占本
などの販売)、②桔同(1ななプロモーションの実施があげられる。特に後左で(士、 Twittel'、
Instagram以外の)h去を検討することも重要であり、そのぶ法として「ご近川 SNSマチ
マチ」があげられる。これは、地元のイベントや公|京|など細かい情報を地域住民間でやり
とりするアブリであり、すでに白治体が利則している例もある。さらに、|品l係主体が十HTf
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に関連性を持ち、互酬性の中で活動を行うコミュニティデザインの仕組みの導入も考えら
れる。
以上のように、本年度は他地域の事例を調査するとともに、来訪者アンケートを行いな
がら、つつじが岡公園の振興策について検討を行った。今後の課題として、これらの施策
の実現に向けたフィージビリティー調査、各施策の費用効果分析などがあげられる。
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